
 

 

 

 

議 事 録 

           第２回防災研究会（HUG研修会）を開催しましたのでその内容を報告致します。  

令和元年９月１７日 

                            松阪市自治会連合会 事務局 

日 時 
令和元年９月１２日（木） 

   １３：３０～１５：３０ 
場 所 松阪市市民活動センター 大会議室 

参加者 

防災研究会員：中西、西浦、牧野、早川、栢、川口、岡本、中島(健)、濱口、沖、西川、 

竹岡、片浦、              以上１３名 

防災研究会以外の役員：水谷、山本、寺脇、中島(秀)、若山、 以上５名 

女性部：黒田、丸井、太田、鈴木、野口、伊藤、      以上６名  計２４名 

防災対策課：２名、事務局：２名 

    

Ⅰ．会長挨拶 

 ○中西 勇 会長より挨拶。 

 

Ⅱ．避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）研修 

 １．舩木防災担当参事より挨拶 

 

  ２．大西防災係長より避難所運営のあり方及びゲームの進め方の説明 

    ・パワ－ポイントにより、避難所の開設、運営時のあり方やＨＵＧ研修に当たっての日時、

天候、ライフラインの状況、避難所施設等の条件設定について説明。 

 

  ３．ＨＵＧ研修 

   ・４～５人の班編成により研修。 

   ・避難所の受付場所や避難者名簿作成に当たり個人情報の取り扱い、その掲示場所の設定。 

   ・カードに書かれた避難者の家族情報や被災状況、けがや病気の状態等に合わせて、避難場

所（体育館のどこか、教室かなど）の割り振り。 

   ・ペット連れの避難者に対するペット対応。 

   ・既設（施設に設置されている）トイレの取り扱い及び仮設トイレの設置方法。 

   ・カードに書かれた避難者や災害対策本部、報道機関等からの要請に対する対応。 

   ・これらのことについて、班編成された者により最適となるような措置、対応を話し合う。 

   ・最後に各班ごとにゲームの感想や疑問点などを発表し、防災対策課より解説してもらう。 

 

 

Ⅲ．その他 

  ・事務局より、9 月 22 日に開催される「第 11 回まつさか環境フェア in ベルファーム」に

ついて案内。 

 
 

以上 
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認 

会 長 研究会会長  事務局長 

  

 

 

  


